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氏 名 在 任 期 間













寺松 孝 昭和55年10月20日~昭和57年 5月31日
4出1弥之助 昭和57年 6月1日一昭和61年 3月31日
大島駿作 昭和61年 4月1日ー平成3年3月31日
久世文幸 平成3年 4月1日~平成5年3月31日





























































































医学書院、東京、 1993年(原本 “NationalAsthma Education Program， Exper 
Panel Report: Guidelines for the Diagnosis and Management of Asthma人



























される(Koyama，H. et al. “Ch白 t"104 : 1743， 1993)。
② 経口テオフィリン薬の併用では相乗効果は期待できない(Nishimura，












された24Tagung der Gesellschaftfur Lungen-und Atmungsforschung、ま













泉は、 AmericanThoracic Society Scientific Conference Committee 
International Advisory GroupのMemberおよびWorld Association of 






















































































































































































































新たに、シリコン被覆スライド培養法(Siliconecoated Slide Culture Method) 




























治で治療術式の確立されていない MAC(Mycobacterium avium complex)感
染症についての現有抗菌薬の試験管内活性の評価、 MAC感染症の実験動物
感染モデルの確立(“EurJ Respir Dis" 65 : 402，1984，“Am Rev Respir Dis" 


















































が解明された(“ExpLung Res" 20 : 351， 1994)。また、本感染症の治療に有
効なエリスロマイシンの作用機序解明にもこのモデルが有用性を発揮してい




MAC (Mycobacterium avium complex)症について、その生体内の防御機序は
なお不明であり、肺胞マクロファージ内での MACの制菌・殺菌機序につい
て、各種免疫担当細胞の産生する多くのサイトカインの影響も含めた研究成



































































































































































































































“Chest" 10ω2 : 83認2，1992 (Mio， T.、Nagai，S.他)など内外の学術雑誌に公表
されている。
(3) 学会活動・国際交流
研究成果は、 AmericanThoracic Society、EuropeanRespiratory Soci-
e旬、日本内科学会、日本胸部疾患学会の年次学会などにおいて発表してき
た。国際的研究集会としては、 International Congress on Bronchiolitis 
Obliterans Organizing Pneumonia (特発性器質化肺炎をめぐる国際会議、平成






井は、 World Association of Sarcoidosis and Other Granulomatous Dis-











































した。この時作成した指標%VCXFEVl.o%(= (VC/predicted VC) X 


















































































































































第1回 AsiaPacific Congress on Diseases of the Chestの会長、第四回国
際胸部医学会日本支部会会長、第16回日本肺癌学会会長、第13回 World 


























































世界気管支学会の Boardof Regents、アメリカ胸部疾患学会の Governor、














































































































































































































































































































































































































第 2 内科 診療科長 泉孝英(併任)
助 手 小山弘(配置定員 4) 
病床数 40(一般25、結核15)(配置病床0)










助 手 越久仁敬(配置定員3) 
病床数 30(一般20、結核10)(配置病床0)
現在、京都大学医学部附属病院との統合計画が進められており、そのた
め、現在の各診療科の名称変更と診療対象の明確化を予定して、以下のよう
な平成7年度概算要求が行われている。
第 1 内科→呼吸器感染症科(感染・炎症学分野):結核・非定型抗
酸菌症・呼吸器感染症の診療
第 2 内科→呼吸器内科(環境呼吸器病学分野・臨床免疫学分野):閉
塞性肺疾患(目指息・慢性気管支炎/肺気腫・ぴまん性汎細
気管支炎)間質性肺疾患(サルコイドーシス・肺線維症)、
肺癌の診療
外 科→呼吸器外科(胸部外科学分野):肺・縦隔・胸壁・横隔
膜の外科療法
理学呼吸器科→理学呼吸器科(臨床肺生理学分野・腫蕩学分野):呼吸不
全および呼吸器疾患の理学的診療、肺蕩の診療
配置定員、配置病床数の不一致は、研究所内で弾力的運用が行われたため
であり、統合を控えて、今後解決しなければならない大きな課題である。
2. 中央診療施設
a 検査部
昭和53(1978)年6月、教官1名、技官2名の配置を伴って検査部が設置さ
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れた。①細菌、②病理、③血液、④肺機能、⑤免疫の 5つの柱を設け、検査
部の整備、充足を図ることが基本方針とされ、主任はそのうちの最低1つに
堪能な教官を当てる方針とされた。臨床検査業務は、呼販器疾患の診療に必
要な項目を中心に常勤技師・技官5名、非常勤職員6名によって行われてい
る。最近の年間業務量の概数は、①一般細菌検査 1万200件、結核菌検査
5，400件、②病理診断用パラフインブロック作成で2，500件、細胞学的診断は
4，500件、気管支肺胞洗浄液細胞分画検査は250件、③血液検査1万件、④肺
機能検査1，500件、⑤細胞性免疫検査は500件、輸血に関係した血液適合検査
は1，00Of牛である。
研究課題としては、線維化肺疾患、炎症性気道疾患など確定診断が病理学
的所見から行われる疾患を中心に進められてきた。ぴまん性肺疾患の診断の
ために開胸肺生検が約300例、肺疾患535例の剖検が行われている。また、他
施設と共同してぴまん性肺疾患症例の開胸肺生検約88M列の検討をも行って
いる。このような症例研究から、慢性線維化肺疾患では死亡前に加わる
DAD(ぴまん性肺胞領域傷害)は慢性経過の肺病変とは区別されるとの指摘を
行い(原因不明の間質性肺炎国際シンポジウム、昭和63年、東京)、これが
BOOP(特発性器質化肺炎)症例の認識へと展開した(BOOP国際会議、平成 2
年、京都)。また、わが国で記載された DPB(ぴまん性汎細気管支炎)について
欧米・アジアの炎症性気道疾患症例との対比検討を行って DPBの病理診断
基準を提唱する(世界サルコイドーシス会議、昭和62年、ミラノ、平成 3年、京
都)などの報告を行ってきた。
b その他の中央診療施設
その他の中央養護施設としては、放射線部、手術部、輸血部、麻酔部、材
料部が設置されている。
C 看護部
看護部長以下69名の定員が、外来・病棟・手術場・材料部に配置されてい
るが、病床数、医療の高度化の現状からは極めて厳しい勤務状況となってい
る。
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d 薬剤部
薬剤部長以下6名が配置されているが、医薬分業の推進による外来患者に
対する院外処方筆の増加、服薬指導のあり方と附属病院における薬剤業務の
あり方の重要な検討期を迎えている。
氏名
内藤益ー
辻 周介
長石忠三
前川暢夫
寺松 孝
佐川弥之助
大島駿作
久世文幸
久野健志
泉 孝英
人見滋樹
第 2項
表17-2 歴代病院長
在任期間
昭和39年4月1日~昭和39年7月16日(病院長事務取扱)
昭和39年7月16日~昭和43年7月15日
昭和43年7月16日~昭和43年10月20日
昭和43年10月20日~昭和45年10月19日
昭和45年10月20日一昭和49年10月19日
昭和49年10月20日~昭和53年10月19日
昭和53年10月20日~昭和57年6月1日
昭和57年6月1日~昭和61年4月1日
昭和61年4月1日~平成2年3月31日
平成2年4月1日~平成4年3月31日
平成4年4月1日~平成5年4月1日
平成5年4月1日~
附属感染免疫動物実験施設
本研究所では、創設以来、結核、胸部疾患の臨床と基礎医学面からの研究
が行われ、当初より中小動物を用いた動物実験が大きな位置を占めていた。
昭和56(1981)年には文部省令により結核胸部疾患研究所附属免疫動物実験施
設として設置され独立した機構となった。
本施設は、施設長(併任)、専任教官(助教授)と 2名の行政職職員と定員外
職員から構成されている。施設長は、桂義元(在任昭和56年4月 1日一62年3
月31日)、竹田俊男(在任昭和62年4月 1日~平成6年3月31日)を経て現在は前
田道之(在任平成6年4月1日-)となっている。
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時代の変遷とともに、動物実験に供されてきた動物種は大きく変化してき
たが、現在、マウス約 1万2.000匹、ラット200匹、ウサギ30羽、イヌ16匹が
年聞を通じて、本施設で飼育、動物実験に供されている。本施設で竹田教授
が26年の歳月をかけて開発した老化促進モデルマウスは国内外の研究施設
170カ所に分与され老化および老化に伴う諸疾患の研究に大きく寄与してい
る。
本施設専任助教授である前田は、成人T細胞白血病成立機構の解明および
生殖医学に関する基礎的研究を行っている。
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